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1　

は
じ
め
に

　

2
0
2
2
年
4
月
よ
り
「
地
理
総
合
」
が
高
等
学
校
の
必
履
修
科
目
と
な
っ
た
。「
地
理
総
合
」
は
、「
A　

地
図
や
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
で
捉
え
る
現
代
世
界
」、「
B　

国
際
理
解
と
国
際
協
力
」、「
C　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
私
た
ち
」
の
3
つ
の
大
項
目

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
A　

地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
捉
え
る
現
代
世
界
」
と
い
う
項
目
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
地
理
総

合
」
は
、
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（Geographic Inform

ation System

以
下
、
G
I
S
と
略
す
）
と
い
っ
た
地
理
的
な
技

能
を
最
初
に
学
び
、
そ
の
後
の
学
習
活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
を
深
め
て
い
く
と
い
う
特

徴
が
あ
る
（
浅
川
・
青
柳
・
小
林
2
0
1
9
）。

　
「
地
理
総
合
」
の
実
施
に
と
も
な
い
、
井
田
編
（
2
0
2
1
）
や
大
野
・
竹
内
編
（
2
0
2
1
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
授
業
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Examination of Learning Contents Utilizing Geographic 
Information Systems in Senior High School “Geography”
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Keywords―: geography : geographic information system: regional sur-
vey : learning contents

Abstract

　　This paper aims to examine the learning contents in senior high 
school “geography” that use Geographical Information System （GIS）. 
The status of GIS utilization was examined in the textbook chapter “Sur-
vey of Living Areas and Regional Perspective” in the “Geography”. The 
result show that revealed that GIS is used as a preliminary study in re-
gional studies. Therefore, a unit plan for “Survey of living areas and re-
gional prospective” was developed. The theme of the survey was set as 
“Current status and issues aff ecting agriculture in Yokohama City” and a 
preliminary survey method using Web GIS was explored. In limited class 
time, it is eff ective to use Web GIS to help students understand the 
transformation of a region form the past to present. Additionally, using 
RESAS （Regional Economy Society Analyzing System） to create maps 
and graphs related to the survey theme was found to be eff ective.
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め
と
す
る
関
連
諸
科
学
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
地
理
学
連
携
機
構
の
加
盟
学
協
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
「
地
理
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（https://geoeducation.

publishers.fm
/issue/5394/

）
が
あ
る
。
ま
た
、
高
校
教
員
の
有
志
が
作
成
し
た
教
材
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
無
償
か
つ
著
作
権
を
放
棄
し
て
公
開
し
て
い
る
「
地
理
教

材
共
有
サ
イ
ト
」（https://sites.google.com

/view
/geoclass2020/

）
も
あ
り
、
柴
田
（
2
0
2
0
）
が
本
サ
イ
ト
を
作
成
し
公
開
に
至
っ
た
経
緯
を
詳
述
し
て

い
る
。

（
3
）　

学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
け
る
生
活
圏
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
清
水
（
2
0
2
2
）
に
て
触
れ
た
。

（
4
）　https://w

w
w
.m
ext.go.jp/content/20210604-m

xt_kyokasyo02-000014470_4.pdf

（
最
終
閲
覧
日
2
0
2
2
年
9
月
8
日
）。

（
5
）　

教
科
書
目
録
に
は
一
般
的
に
「
地
図
帳
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い
「
地
図
」
も
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
教
科
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
一
般
的
に
「
教
科
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
教
科
用
図
書
の
内
容
に
注
目
し
て
い
る
た
め
、「
地
図
」
に
お
け
る
G
I
S
や
地
域
調
査
に
関
す
る
内
容
は
検
討

し
て
い
な
い
。

（
6
）　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
都
立
高
校
及
び
都
立
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
書
の
採
択
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
3
社
は
、
令
和

4
年
度
使
用
の
「
地
理
総
合
」
の
採
択
状
況
（https://w

w
w
.kyoiku.m

etro.tokyo.lg.jp/press/press_release/2021/fi les/release20210826_01/reference.

pdf

）
に
お
い
て
教
科
書
で
最
も
選
定
の
多
か
っ
た
教
科
書
記
号
番
号
「
地
総
7
0
3
」（
82
校
、
全
体
の
58
・
2
％
）、「
地
総701

」（
18
校
、
全
体
の
12
・
8
％
）、

「
地
総
7
0
6
」（
15
校
、
全
体
の
10
・
6
％
）
で
あ
る
。

（
7
）　

群
馬
県
を
対
象
に
し
て
、「
な
ぜ
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」、「
ど
の
よ
う
に
し
て
商
店
街
を
活
性
化
で
き
る
だ
ろ
う
か
」、「
地
域
の
国
際
化

で
生
じ
る
課
題
は
何
だ
ろ
う
か
」、「
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
方
法
を
考
え
よ
う
」、「
産
業
遺
産
の
持
続
的
な
観
光
地
化
を
考
え
よ
う
」
の
5
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
調
査
の
進
め
方
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

（
8
）　

教
科
書
中
に
お
い
て
は
「
と
ん
ど
」
の
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。「
と
ん
ど
」
と
は
「
長
い
竹
を
組
ん
で
立
て
、
正
月
に
飾
っ
た
門
松
や
し
め
飾
り
、
書
初
め
な
ど
を

燃
や
し
、
そ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
行
事
」
の
こ
と
を
指
す
。
全
国
的
に
み
ら
れ
る
行
事
で
、
地
方
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
異
な
る
。
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引
率
と
安
全
管
理
と
い
っ
た
業
務
が
加
わ
り
、
成
績
評
価
も
控
え
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
「
地
域
調
査
」
の
単
元
は
、
教
員
の
負
担

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
形
式
的
な
調
査
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

形
式
的
な
調
査
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
教
員
も
地
域
調
査
を
経
験
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
地
理
学
を
専
攻
し
て
き
た
教
員

に
と
っ
て
地
域
調
査
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
地
理
以
外
を
専
門
と
す
る
教
員
の
中
に
は
地
域
調
査
の
経
験
が
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
教
員
に
調
査
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、
事
前
調
査
に
お
い
て
G
I
S
を
活
用
す
る
意
義
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
調
査
の
意
義
を
生

徒
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
職
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
対
し
て
も
、
地
域

調
査
を
体
験
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
地
域
調
査
に
お
け
る
事
前
調
査
に
お
い
て
G
I
S
を
活
用
す
る
こ
と
に
念
頭
を
置
い
た
。
し
か
し
、
地
域
調
査
の
分

析
や
ま
と
め
に
お
い
て
も
G
I
S
は
活
用
で
き
る
。
こ
こ
で
の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
た

め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
現
地
調
査
を
進
め
て
い
く
上
で
教
員
が
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
も
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
2
0
2
1
年
12
月
に
公
開
さ
れ
た
「
速
報
」
で
あ
り
、
2
0
2
2
年
9
月
現
在
、
公
益
社
団
法
人
日
本
地
理
学
会
の
地
理
教
育
専
門
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
2.dokkyo.ac.jp/rese0018/20211013CY

U
K
A
N
.pdf

）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
本
調
査
の
「
確
報
」

に
つ
い
て
は
2
0
2
2
年
1
月
以
降
、
日
本
地
理
学
会
や
日
本
地
理
教
育
学
会
な
ど
の
地
理
学
関
連
の
学
会
に
お
い
て
複
数
回
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

幾
つ
か
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
と
、
日
本
地
理
学
会
地
理
教
育
専
門
委
員
会
（https://w

w
w
2.dokkyo.ac.jp/rese0018/#topic

）
や
、
地
理
学
を
は
じ
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地
域
調
査
は
、
生
徒
複
数
人
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
先
に
取
り
上
げ
た

教
科
書
を
参
照
し
て
も
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
時
に
お
け
る
作
業

内
容
も
グ
ル
ー
プ
で
行
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
設
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
、
G
I
S
を
活
用
し

た
主
題
図
の
作
成
は
、
生
徒
1
人
ず
つ
作
業
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
、
生
徒
の
学
習
の
定
着
状
況
や
理
解
度
を
図
る
こ

と
、
つ
ま
り
成
績
評
価
時
の
判
断
材
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
お
い
て
聞
き
取
り
調
査

を
行
う
場
合
に
は
、
調
査
協
力
者
に
自
身
の
関
心
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
生
徒
が
主
体
的
に
現
地
調
査
を
行

い
、
有
意
義
な
調
査
結
果
を
得
る
た
め
に
も
個
人
単
位
で
作
業
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

5　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、「
地
理
総
合
」
の
授
業
に
お
け
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
G
I
S
）
を
活
用
し
た
学
習
内
容
に
つ
い
て
、「
生
活
圏
の
調

査
と
地
域
の
展
望
」
の
単
元
を
事
例
に
検
討
し
た
。
現
地
調
査
の
前
に
行
う
事
前
調
査
に
お
い
て
G
I
S
を
活
用
し
、
調
査
テ
ー
マ

に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
有
益
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

各
学
校
の
置
か
れ
た
状
況
や
地
域
性
に
鑑
み
て
、「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
授
業
は
、
教
科
書
の
内
容
に
沿
っ
て
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
授
業
時
間
数
の
制
約
か
ら
1
時
間
あ
た
り
の
作
業
内
容
が
多
く
、
授
業
時
間
だ
け
で
全
て
の
工
程

を
こ
な
す
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
教
員
の
視
点
で
み
る
と
、
授
業
時
間
以
外
の
指
導
や
、
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
調
査
地
域
の
下
見
、
調
査
対
象
者
と
の
交
渉
な
ど
、
事
前
の
準
備
に
多
く
の
時
間
を
割
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
、
現
地
調
査
の



図 1　RESASを活用した主題図の作成例 1（農業経営者に占める 65歳以上の割合）
注：地域経済支援システムRESAS より作成。

図 2　RESASを活用した主題図の作成例 2（消費者に直接販売を行う農業経営体の割合）
注：地域経済支援システムRESAS より作成。
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地
域
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
過
去
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
地
図
を
見
せ
る
こ
と
で
、
横
浜
市
の
土
地

利
用
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
様
子
を
理
解
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
行
っ
た
上
で
、
市
内
の
中
で
農
業
的
土
地
利
用
が
見
ら
れ

る
場
所
の
地
図
を
確
認
さ
せ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
地
図
を
拡
大
し
て
も
細
か
な
土
地
利
用
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
はGoogle M

ap

な
ど
の
地
図
ア
プ
リ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
航
空
写
真

の
機
能
を
利
用
し
て
、
よ
り
詳
細
な
地
域
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
に
、RESA

S
を
活
用
し
て
横
浜
市
の
農
業
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
。RESA

S

で
は
様
々
な
地
理
情
報
を
反
映
さ
せ
た

地
図
を
簡
単
な
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
絶
対
的
な
数
値
を
使
っ
た
階
級
区
分
図
と
い
う
、
地
図
表
現
上
で
は
適
切

と
は
い
え
な
い
主
題
図
を
生
徒
が
作
成
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
相
対
的
な
数
値
を
用
い
た
階
級
区
分
図
を
作
成
す
る
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、RESA

S

に
は
様
々
な
指
標
を
グ
ラ
フ
で
出
力
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
グ
ラ
フ
と
地
図

を
使
い
分
け
て
適
切
な
情
報
を
入
手
し
て
い
く
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
図
1
の
よ
う
に
、
日
本
の
農
業
を

取
り
巻
く
課
題
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
の
状
況
を
地
図
で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
県
内
の
市
町
村

と
横
浜
市
の
比
較
を
さ
せ
つ
つ
、
横
浜
市
内
に
お
け
る
地
域
差
が
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、RESA

S

で

は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
は
じ
め
農
業
に
関
す
る
各
種
統
計
デ
ー
タ
を
地
図
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
2
は
農
業
関
連
産
業
の
中
で

「
消
費
者
に
直
接
販
売
」
を
行
う
農
業
経
営
体
の
割
合
を
示
し
た
地
図
で
あ
り
、
横
浜
市
内
に
お
け
る
地
域
差
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

に
加
え
て
、
周
辺
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
高
い
割
合
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
地
図
の
作
成
を
通
し
て
、「
横
浜
市
の
農

業
」
と
い
う
多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
必
ず
し
も
馴
染
み
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
現
象
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
現
地
調
査
に
向
け
た

「
問
い
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。



表 3　GISを活用した授業の学習指導案の例

時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

導入
5分

・前回授業の復習（地
域調査の手法・調査
テーマの確認）

・調査対象地域や調査
テーマのイメージに
ついて振り返る。

展開
40 分

・Web GIS を活用した
横浜市の変容

・RESAS を活用した横
浜市の農業の現状把
握

・作業を通して気付い
たことの確認

・今昔マップ on the 
web を活用して，横
浜市の変容を確認す
る。

・RESAS を活用して，
横浜市の農業の現状
と課題について調べ
る。その結果，わか
ったことをまとめる。

・調べて結果について
発表する。とくに，
疑問に思ったことを
中心に発表する。

・教員が作業手順をみ
せた上で，生徒に作
業をさせる。

・生徒が持つ横浜市の
イメージは多様であ
るため，複数地点の
様子を確認させる。

・農業に関する複数の
データを調べるよう
に指示する。

・閲覧した各種データ
として保存するよう
に指示する。

・地図表現に関するル
ールを踏まえて適切
な地図を作成するよ
うに指導する。

・調べた結果，わかっ
たことや気付いたこ
とをメモする。

・生徒が挙げた疑問は，
一般的にどのように
理解されているのか，
新聞やインターネッ
トなどで調べるよう
に指示する。

まとめ
5分

授業のまとめと次回の
予告

・本時で調べたことを
次回までにまとめて
おく。

注： 文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　地理歴史編」及び各
教科書の内容を基に作成。
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備
や
教
材
作
成
な
ど
を
効
率
的
に
進
め
る
意
味
で
も
、
本
単
元
は
教
員
ご
と
に
調
査
テ
ー
マ
や
対
象
地
域
を
設
定
し
、
授
業
を
行
う

の
で
は
な
く
、
学
校
単
位
で
対
象
地
域
を
設
定
し
、
授
業
担
当
者
が
協
力
し
て
教
材
作
成
や
調
査
に
向
け
た
各
種
準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

4　

G
I
S
を
活
用
し
た
学
習
指
導
案
の
検
討

　

表
2
に
お
い
て
示
し
た
授
業
単
元
と
各
回
の
内
容
の
中
か
ら
、
G
I
S
を
活
用
し
た
事
前
調
査
を
行
う
授
業
と
し
て
「
事
前
調

査
」
に
関
す
る
学
習
指
導
案
を
作
成
し
た
（
表
3
）。
こ
の
授
業
で
は
、
調
査
テ
ー
マ
で
あ
る
「
横
浜
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
生
徒
の
理
解
を
深
め
、
調
査
の
計
画
を
作
成
す
る
た
め
複
数
のW

eb 
GIS

を
活
用
す
る
。
な
お
、
操
作
方
法
の
習
得
を

は
じ
め
煩
雑
な
要
素
を
除
外
す
る
た
め
、
今
回
は
、『
時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プon the w

eb

」』
と
「
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ムRESA

S

」
を
利
用
す
る
。

　

ま
ず
「
導
入
」
で
は
、
前
回
授
業
の
復
習
と
し
て
、
地
域
調
査
の
手
法
や
調
査
テ
ー
マ
を
改
め
て
確
認
す
る
。
今
回
の
調
査
対
象

地
域
と
テ
ー
マ
で
あ
る
「
横
浜
市
」
と
「
農
業
」
は
生
徒
に
と
っ
て
す
ぐ
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
調
査
対
象
地

域
と
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
言
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

　
「
展
開
」
で
は
、「
今
昔
マ
ッ
プon the w

eb

」
を
操
作
し
て
、
対
象
地
域
と
な
る
横
浜
市
の
変
容
を
理
解
さ
せ
る
。
生
徒
が
持

つ
横
浜
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
多
様
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
一
定
数
が
横
浜
駅
周
辺
や
み
な
と
み
ら
い
地
区
な
ど
の
都
市

的
土
地
利
用
が
卓
越
す
る
地
域
で
あ
る
と
想
定
す
る
。
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
付
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
比
較
的
わ
か
り
や
す
い



12

　

評
価
の
基
準
と
し
て
は
、
技
能
・
技
術
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
項
目
を
設
定
し
た
。
技
能
・
技
術
に
つ
い
て
は
、
特

に
、
事
前
調
査
に
お
い
て
行
う
各
種
作
業
の
結
果
を
判
断
材
料
と
し
て
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
G
I
S
を
活
用
し
た
授
業

で
行
う
作
業
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
は
、
主
に
事
前
調
査
と
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
表
中
に
挙
げ
た
3
点
を
設
定
し
た
。

　

第
1
次
は
、
地
域
調
査
の
準
備
と
し
て
、
地
域
調
査
の
調
査
対
象
地
域
の
説
明
と
と
も
に
、
調
査
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
調
査
を
進

め
る
上
で
の
「
問
い
」
を
設
定
す
る
。
国
土
地
理
院
の
「
地
理
院
地
図
」
な
ど
を
利
用
し
て
調
査
対
象
と
な
る
地
域
の
姿
を
確
認
す

る
。
対
象
地
域
と
テ
ー
マ
に
対
す
る
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
生
徒
主
体
で
調
査
テ
ー
マ
を
選
定
さ
せ

る
よ
り
も
、
教
員
が
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
前
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
以
後
の
作
業
を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
地
域
調
査
を
行
う
上
で
は
体
調
と
す
る
地
域
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
G
I
S
を
活
用
し
、
主
題
図

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
調
査
に
お
け
る
事
前
調
査
が
効
率
的
に
行
え
る
。

　

第
2
次
は
、「
調
査
の
実
施
」
と
し
て
、
事
前
調
査
（
資
料
調
査
）
と
現
地
調
査
（
野
外
調
査
）
を
設
定
し
た
。
生
活
圏
の
調
査

で
あ
る
と
は
い
え
、
通
常
の
授
業
日
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
半
日
程
度
の
時
間
を
確
保

す
る
た
め
に
授
業
時
間
の
変
更
を
は
じ
め
、
土
日
祝
日
な
ど
を
利
用
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

第
3
次
の
「
調
査
の
ま
と
め
」
で
は
、
第
2
次
で
お
こ
な
っ
た
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、
発
表
を
行
う
。
調
査
結
果
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
調
査
の
準
備
段
階
で
設
定
し
た
「
問
い
」
を
検
証
す
る
こ
と
が
作
業
の
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
単
元
の
性
格
上
、
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
調
査
テ
ー
マ
に
お
け
る
「
今
後
の
展
望
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　

な
お
、「
地
理
総
合
」
は
必
履
修
科
目
で
あ
る
た
め
、
担
当
す
る
教
員
が
学
校
内
で
複
数
名
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
授
業
準



表 2　「生活圏の調査と地域の展望」の授業単元と各回の内容（案）

〈単元名〉
「生活圏の調査と地域の展望」
〈調査のテーマ〉
横浜市における農業の現状と課題

評価の基準（技能・技術） 評価の基準（思考力・判断力・表現力等）
・横浜市の農業の特徴や現在抱える課題
について理解している。
・Web GIS を活用して、過去～現在の土
地利用の変化を理解する技能を身に付
けている。
・適切な手法に基づいて統計数値を表現
する技術を身に付けている。

・横浜市の農業の現状と課題について、
農業が行われている地域とそれ以外の
地域との結び付きを考えている。

・横浜市の農業の成り立ち、農業を取り
巻く状況の変化と現状、将来の持続可
能性を構想している。

・横浜市の農業に関する調査を通して、
当該地域の農業が抱える課題を考察し、
その課題の解決に向けた取組や、主体
的に考えようとしている。

〈各回のタイトル〉 〈主な内容〉
〈第 1次　地域の準備〉
第 1時　地域調査の準備 ・調査対象地域の確認

・生徒が抱く調査対象地域のイメージの確認
・新聞やインターネットによる調査テーマの理解
・具体的な調査テーマの設定と「問い」の設定

〈第 2次　調査の実施〉
第 2時　事前調査

第 3時　現地調査

・Web GIS を活用した過去～現在の土地利用変化
・Web GIS を活用した地域の理解
・調査計画の作成

・参与観察、写真の撮影、聞き取り調査
〈第 3次　調査のまとめ〉
第 4時　調査の分析

第 5時　調査の発表

・調査結果の整理（地図やグラフの作成）
・調査の準備で建てた「問い」の検証
・調査結果を踏まえた「今後の展望」の検討
・調査結果の発表、質問や意見交換

注： 文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　地理歴史編」及び各
教科書の内容を基に作成。

高等学校「地理総合」における地理情報システムを活用した学習内容の検討11
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な
ど
一
部
生
活
圏
を
超
え
た
幅
広
い
地
域
を
設
定
し
た
り
す
る
な
ど
、
弾
力
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
単
元
は
、
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
調
査
の
対
象
地
域
と
学
校
所
在
地
が
同
じ
で
な
い
限
り
、
教
科
書
の
内
容
に

沿
っ
て
授
業
を
し
て
も
「
生
活
圏
の
調
査
」
を
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
校
ご
と
に
調
査
地
や
調
査
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
、
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
授
業
1
回
分
の
時
間
で
現
地
調
査
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

授
業
時
間
の
み
で
全
て
の
内
容
を
こ
な
す
の
は
極
め
て
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

3　

教
科
書
の
内
容
を
踏
ま
え
た
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
単
元
案

　
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
単
元
は
、
教
科
書
の
内
容
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
置
か
れ
た
状
況
を

踏
ま
え
て
、
独
自
の
授
業
計
画
を
作
成
し
、
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の

単
元
を
事
例
に
、
具
体
的
な
調
査
対
象
地
域
や
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
回
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

表
2
は
各
教
科
書
の
内
容
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
単
元
案
と
各
回
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
単
元
で
は
神
奈
川
県
横
浜

市
を
対
象
地
域
に
設
定
し
て
、「
横
浜
市
の
農
業
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」
を
調
査
の
テ
ー
マ
と
し
た
。
単
元
の
構
成
は
、「
1　

調

査
に
向
け
た
準
備
」、「
2　

調
査
の
実
施
」、「
3　

調
査
の
ま
と
め
」
の
3
次
構
成
と
し
た
。
調
査
調
査
に
向
け
た
準
備
、
事
前
調

査
、
現
地
調
査
、
調
査
の
分
析
、
調
査
の
発
表
、
の
計
5
項
目
を
設
定
し
、
こ
の
項
目
を
割
り
当
て
た
結
果
、
本
単
元
の
授
業
時
間

数
は
5
時
間
と
し
た
。
た
だ
し
、
現
地
調
査
の
実
施
を
は
じ
め
と
し
て
、
授
業
1
回
あ
た
り
の
作
業
量
が
多
く
な
る
こ
と
を
考
え
、

授
業
時
間
以
外
に
も
生
徒
が
作
業
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
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各
社
の
G
I
S
の
扱
い
を
み
る
と
、
地
総
7
0
1
は
、「
調
査
の
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
調
査
結
果
を
地
図
化
す
る
際
に
、

G
I
S
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
フ
リ
ー
G
I
S
ソ
フ
ト
の
「M

A
N
D
A
RA

」
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
千
葉
県

の
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
を
示
し
た
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

地
総
7
0
3
で
は
、
空
き
家
問
題
の
現
状
を
理
解
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
別
の
空
き
家
率
を
示
し
た
階
級
区
分
図
を
載
せ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
長
野
県
と
他
の
都
道
府
県
を
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
か
読
み
取
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
た

だ
、
政
府
統
計
の
総
合
窓
口
（e-Stat

）
か
ら
「
土
地
・
住
宅
統
計
調
査
」
の
都
道
府
県
別
の
総
住
宅
数
と
空
き
家
数
の
デ
ー
タ
を

入
手
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
階
級
区
分
図
が
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
の
か
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

地
総
7
0
6
で
は
、
事
前
調
査
の
中
で
行
う
文
献
・
情
報
調
査
に
お
い
て
先
述
の
「
ひ
な
た
G
I
S
」
を
使
っ
て
作
成
し
た
群
馬

県
内
市
町
村
の
高
齢
夫
婦
世
帯
の
割
合
を
示
し
た
地
図
を
載
せ
て
い
る
。
教
科
書
本
編
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、「
ワ
ー
ク
」
に
お

け
る
地
域
調
査
の
例
と
し
て
、
総
務
省
統
計
局
の
「
統
計
で
見
る
政
府
統
計
の
総
合
窓
口
（e-Stat

）」
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い

る
「
地
図
で
見
る
統
計
（jST

A
T
 M
A
P

）
で
作
成
し
た
富
岡
製
糸
場
周
辺
の
高
齢
化
率
や
、
地
理
院
地
図
を
用
い
た
空
き
店
舗
・

駐
車
場
の
立
地
に
つ
い
て
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
「
地
理
総
合
」
の
主
な
教
科
書
に
お
け
る
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
項
目
と
、
そ
の
中
で
の
G
I
S
の
扱

い
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
け
る
「
内
容
の
取
扱
い
」
を
み
る
と
、
地
域
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は

「
指
導
に
当
た
っ
て
、
生
徒
の
特
性
や
学
校
所
在
地
な
ど
を
考
慮
し
て
、
地
域
調
査
を
実
施
し
、
生
徒
が
適
切
に
そ
の
方
法
を
身
に

付
け
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
学
校
周
辺
の
狭
い
地
域
を
設
定
し
た
り
、
課
題
に
よ
っ
て
は
学
校
の
通
学
圏
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総
7
0
1
は
、
千
葉
県
松
戸
市
を
対
象
と
し
た
市
街
地
の
洪
水
対
策
を
調
査
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
い
る
。
教
科
書
本
文
の
内
容
よ
り
、

調
査
を
進
め
て
い
く
う
え
で
必
要
な
基
礎
的
な
・
基
本
的
な
技
能
に
つ
い
て
解
説
し
た
「SK

ILL U
P

」
が
充
実
し
て
い
る
。

　

地
総
7
0
3
で
は
、
長
野
県
長
野
市
を
対
象
に
空
き
家
問
題
の
現
状
と
、
善
光
寺
周
辺
の
空
き
家
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
事
例

と
な
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
の
準
備
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
調
査
対
象
者
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
調
査
を
実
施
す
る
の
か
、
そ

の
具
体
的
な
手
法
に
関
す
る
説
明
は
、
他
の
教
科
書
に
比
べ
て
少
量
な
印
象
を
受
け
る
も
の
の
、
調
査
を
行
う
生
徒
の
視
点
に
立
っ

て
、
地
域
調
査
の
準
備
、
実
施
、
分
析
・
発
表
の
手
順
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

地
総
7
0
6
は
、
広
島
県
東
広
島
市
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
の
「
と
ん
ど
）
8
（

」
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
と
維
持
の
要
因
、
課
題

を
調
査
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
い
る
。
現
地
調
査
の
中
で
も
案
内
板
の
読
み
取
り
や
対
象
物
の
計
測
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
撮
影
と
い
っ

た
野
外
調
査
の
手
法
に
つ
い
て
写
真
を
用
い
た
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、「
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
、
対

象
地
域
の
中
で
複
数
の
調
査
テ
ー
マ
が
設
定
出
来
る
こ
と
や
具
体
的
な
調
査
の
手
法
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
各
教
科
書
に
お
け
る
G
I
S
の
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
い
ず
れ
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
調
査
を
進
め
る
上
で
、
対
象

地
域
の
過
去
と
現
在
の
土
地
利
用
の
比
較
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
でW

eb 
GIS

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
地
総
7
0
1
は
、
埼

玉
大
学
の
谷
謙
二
氏
が
開
発
し
た
『
時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プon 

the 
w
eb

」』
を
活
用
し
て
い
る
。
地
総

7
0
6
は
、
過
去
の
土
地
利
用
を
確
認
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
宮
崎
県
が
提
供
し
て
い
る
「
ひ
な
た
G
I
S
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、W
eb 
GIS

で
は
な
い
が
、
地
総
7
0
3
に
は
電
子
地
形
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
地
調
査
に
必
要
な
地
図
を

W
eb GIS

で
作
成
し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
地
総
7
0
1
と
地
総
7
0
3
で
は
、
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
「
地
理
院
地
図
」

の
機
能
を
利
用
し
て
、
現
地
調
査
で
使
用
す
る
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。



表 1　各教科書における「生活圏の調査と地域の展望」の内容と GISの扱い

地総 701 地総 703 地総 706

単元タイトル
生活圏の調査と地域の
展望

生活圏の調査と地域の
展望

生活圏の調査と地域の
展望

教科書におけ
る単元のタイ
トルと見出し

〇調査テーマの設定
・地域調査を行うにあ
たって

・調査の発見と調査テ
ーマの設定

〇地域調査 1（資料調
査）

・資料の収集
・仮説の設定・検証
〇地域調査 2（野外調
査）

・野外調査計画の作成
・野外調査の実施
〇まとめと発表
・地域調査のまとめ
・地域調査の発表

〇地理的な課題と地域
調査

・地理的な課題の解決
に向けて

・地域調査の「問い」
〇現地調査の準備
・事前調査の方法
・仮説の設定と調査計
画の作成

〇現地調査の実施
・現地調査の方法
〇調査の分析と発表
・調査結果の分析と仮
説の検証

・調査結果のまとめ・
発表

〇地域調査の方法
・地域調査とは
・地域とテーマの決定
・文献・情報調査
・現地調査の進め方
・分析とまとめ

教科書本編で
取り上げられ
ている地域調
査のテーマ

市街地の洪水対策 空き家問題と空き家の
活用

伝統行事の実態
維持の要因と課題

調査対象地域 千葉県松戸市 長野県長野市 広島県東広島市
教科書本編に
掲載されてい
るGISの活用
事例

・新旧地形図の比較
・現地調査の行程を示
したルートマップ

・千葉県内市町村の
65 歳以上人口割合
を示した階級区分図

・都道府県別の空き家
率を示した階級区分
図

・現地調査の行程を示
したルートマップ

・群馬県内市町村の高
齢夫婦のみ世帯の割
合
・仙台市太白区の土地
利用変化

注：各教科書の内容を基に作成。
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6

を
取
り
上
げ
て
お
り
、
課
題
の
設
定
、
課
題
の
探
求
（
事
前
調
査
、
仮
設
の
設
定
と
調
査
計
画
の
作
成
、
現
地
調
査
、
整
理
、
分

析
）、
発
表
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
）
3
（
る
。

　

文
部
科
学
書
「
高
等
学
校
用
教
科
書
目
録
（
令
和
4
年
度
使
用
）
）
4
（

」
に
よ
る
と
、
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
文
部
科
学
省
告
示

第
68
号
）
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
「
地
理
総
合
」
の
教
科
書
で
、
文
部
科
学
省
検
定
済
み
（
令
和
3
年
）
の
も
の
は
計
5
冊
あ
）
5
（
る
。

こ
こ
で
は
文
部
科
学
省
の
検
定
済
み
教
科
書
全
て
で
は
な
く
、
学
校
現
場
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
3
冊
）
6
（

の
内
容
に
絞
っ
て
、「
生

活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
項
目
と
、
そ
の
中
に
お
け
る
G
I
S
の
扱
い
を
ま
と
め
た
（
表
1
）。
な
お
、
本
稿
で
は
「
高
等

学
校
用
教
科
書
目
録
（
令
和
4
年
度
使
用
）」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
記
号
番
号
を
用
い
て
各
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
言
及

す
る
。

　

ま
ず
、
各
教
科
書
に
お
け
る
単
元
の
タ
イ
ト
ル
を
み
る
と
、
今
回
取
り
上
げ
た
3
冊
の
教
科
書
全
て
で
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
提
示
さ
れ
て
い
る
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
の
構
成
を
み
る
と
、
地
総

7
0
1
と
地
総
7
0
3
が
調
査
課
題
の
設
定
か
ら
結
果
の
発
表
に
至
る
ま
で
細
か
な
単
元
を
設
け
て
い
る
。
地
総
7
0
6
は
、
こ
の

2
冊
と
比
べ
て
単
元
の
地
域
調
査
の
項
目
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
も
の
の
、
作
図
や
読
図
な
ど
の
作
業
学
習
を
掲
載

し
た
「
ワ
ー
ク
」
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
複
数
の
調
査
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
調
査
の
手
法
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
）
7
（
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
教
科
書
に
お
い
て
も
調
査
の
準
備
を
は
じ
め
、
実
際
の
調
査
、
分
析
・
発
表
と
い
っ
た
地
域
調
査
の
手
順

が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
調
査
地
域
や
調
査
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

　

各
教
科
書
の
本
編
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
調
査
の
テ
ー
マ
や
具
体
的
な
調
査
対
象
地
域
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
地
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意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
清
水
、
2
0
2
2
）。
こ
の
中
で
「
地
理
総
合
」
の
大
項
目
「
C　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
私
た
ち
」
の
「
2　

生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
に
お
い
てW

eb 
GIS

を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
操
作

が
容
易
なW

eb 
GIS

は
、
地
図
表
現
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
地
図
が
作
成
で
き
る
た
め
、
誤
っ
た
地
図
表
現
に

基
づ
く
地
図
が
作
成
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、「
地
理
総
合
」
の
授
業
で
G
I
S
を
活

用
し
て
い
く
た
め
の
手
法
を
検
討
し
た
い
。

　

本
稿
は
「
地
理
総
合
」
の
「
C　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
私
た
ち
」
に
お
け
る
「
2　

生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
を

事
例
に
、
G
I
S
を
活
用
し
た
学
習
内
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
「
地
理

総
合
」
の
教
科
書
に
お
け
る
当
該
分
野
の
扱
い
に
つ
い
て
、
主
要
な
教
科
書
会
社
の
内
容
を
中
心
に
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
具
体

的
な
調
査
対
象
地
域
や
調
査
テ
ー
マ
を
ま
と
め
た
単
元
計
画
を
作
成
し
、
地
域
調
査
に
お
け
る
G
I
S
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
単
元
計
画
に
基
づ
き
、
G
I
S
を
活
用
し
た
授
業
（
1
回
分
）
の
学
習
指
導
案
を
作
成
し
、
学
習
内
容
や
生
徒
が
行

う
活
動
、
指
導
上
の
留
意
点
な
ど
を
検
討
す
る
。

2　

  「
地
理
総
合
」
教
科
書
に
お
け
る
「
生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
の
学
習
内
容
と
G
I
S

の
扱
い

　

地
理
総
合
の
大
項
目
「
C　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
私
た
ち
」
の
「
2　

生
活
圏
の
調
査
と
地
域
の
展
望
」
に
関
し
て
、
教

科
書
の
内
容
を
検
討
す
る
。
学
習
指
導
要
領
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
項
目
に
お
け
る
学
習
指
導
の
展
開
例
と
し
て
「
空
き
家
問
題
」
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を
担
当
す
る
教
員
に
向
け
て
教
材
研
究
の
方
法
や
具
体
的
な
授
業
内
容
の
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
の
中
で
G
I
S

を
活
用
し
た
授
業
に
関
す
る
内
容
を
み
る
と
、
地
理
以
外
の
教
科
を
専
門
と
す
る
教
員
や
、
G
I
S
の
操
作
経
験
が
な
い
教
員
の
抱

く
苦
手
意
識
や
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
先
入
観
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
地
理
総
合
」
を
担
当
す
る
教
員
は
、
授
業
を
実
施
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る

の
か
。
谷
・
斎
藤
（
2
0
1
9
）
は
、
高
校
教
員
に
対
し
て
G
I
S
利
用
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

I
C
T
環
境
の
整
備
や
G
I
S
を
利
用
で
き
る
教
員
の
育
成
、
現
職
教
員
に
対
す
る
G
I
S
研
修
の
必
要
性
が
「
地
理
総
合
」
の
実

施
に
向
け
て
必
要
な
対
応
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
日
本
地
理
学
会
地
理
教
育
専
門
委
員
会
が
現
職
教
員

を
対
象
に
実
施
し
た
『「
地
理
総
合
」
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
結
果
に
よ
る
と
、
手
軽
に
入
手
で
き

る
地
図
・
G
I
S
の
種
類
と
そ
の
入
手
方
法
、
必
要
な
授
業
時
間
の
確
保
、
観
点
別
評
価
の
内
容
や
方
法
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
項

目
の
情
報
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
）
1
（
る
。
地
理
学
関
連
の
学
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
地
理
総
合
」
を
担

当
す
る
教
員
に
向
け
て
授
業
で
使
用
で
き
る
教
材
や
、
様
々
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
）
2
（
る
。

　
「
地
理
総
合
」
に
お
い
て
G
I
S
を
活
用
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
課
題
と
な
る
の
が
授
業
時
間
数
で
あ
る
。「
地
理
総
合
」
は
標
準

単
位
数
が
2
単
位
で
あ
り
、
年
間
授
業
数
は
70
時
間
と
さ
れ
る
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
生
徒
が
G
I
S
の
操
作
方
法
を
学
び
、

そ
の
内
容
を
基
に
何
ら
か
の
主
題
図
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
を
読
み
取
る
と
い
っ
た
作
業
を
こ
な
す
た
め
に
は
、
教
員
側
の
教
材
研

究
や
授
業
準
備
な
ど
が
必
要
に
な
る
。
現
職
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
現
在
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
対
し
て
も
、
G
I
S

を
操
作
さ
せ
る
機
会
を
設
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

筆
者
は
先
に
学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
け
る
G
I
S
の
扱
い
を
整
理
し
、「
地
理
総
合
」
の
授
業
で
G
I
S
を
活
用
す
る
上
で
留


